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シ ラ バ ス
令和8年度後期

歯科衛生士科 2年次



歯科衛生士科　教育課程　（令和8年度後期） 2年次

生物学 2 30 1 前期 歯科診療補助Ⅳ 1 30 2 後期

化学 2 30 1 前期 歯科診療補助Ⅴ 1 15 3 前期

心理学 1 15 1 前期 歯科材料学 1 15 1 後期

倫理学 1 15 1 前期 医療安全 1 15 2 前期

歯科英語 1 15 1 後期 臨床検査 1 15 2 前期

保健体育 2 30 1 前期 臨床指導教育Ⅰ 1 15 1 前期

キャリアデザインⅠ 1 15 1 前期 臨床指導教育Ⅱ 1 15 2 後期

キャリアデザインⅡ 1 15 3 後期 臨床指導教育Ⅲ 1 15 3 前期

情報処理 2 30 1 前期 臨床実習Ⅰ 1 45 1 後期

解剖・生理学Ⅰ 2 30 1 前期 臨床実習Ⅱ 9 405 2 後期

解剖・生理学Ⅱ 2 30 1 前期 臨床実習Ⅲ 10 450 3 前期

口腔解剖学 2 30 1 前期 摂食嚥下 2 30 2 前期

口腔生理学 2 30 1 後期 チーム医療 2 30 2 前期

生化学・口腔生化学 2 30 1 後期 関連医学・医学概論 2 30 2 前期

微生物学・口腔微生物学 2 30 1 前期 看護学 1 15 2 前期

病理学・口腔病理学 2 30 1 後期 医療事務・受付 1 15 3 後期

薬理学・歯科薬理学 2 30 1 後期 総合歯科演習 1 30 3 後期

衛生・公衆衛生 2 30 1 前期 歯科衛生学特論Ⅰ 2 60 3 後期

口腔衛生学 2 30 1 前期 歯科衛生学特論Ⅱ 1 30 3 後期

情報統計学 2 30 1 後期

衛生行政 2 30 2 前期

歯科衛生士概論 1 15 1 前期

歯科臨床概論 1 15 1 前期

保存修復学 1 15 1 後期

歯内療法学 1 15 1 後期

歯周病学 1 15 1 後期

歯科補綴学 2 30 1 後期

小児歯科学 2 30 1 後期

障害者歯科学 1 15 1 後期

歯科矯正学 2 30 1 後期

口腔外科学 2 30 2 前期

歯科麻酔学 1 15 2 前期

高齢者歯科学 2 30 2 前期

歯科放射線学 1 15 2 前期

先端医療 2 30 2 前期

歯周病予防処置Ⅰ 2 45 1 前期

歯周病予防処置Ⅱ 2 45 1 後期

歯周病予防処置Ⅲ 2 45 2 前期

歯周病予防処置Ⅳ 1 30 2 後期

う蝕予防処置 2 45 2 前期

歯科保健指導Ⅰ 1 30 1 前期

歯科保健指導Ⅱ 1 30 1 後期

歯科保健指導Ⅲ 1 30 2 前期

歯科保健指導Ⅳ 2 45 2 後期

歯科保健指導Ⅴ 1 30 3 前期

歯科保健指導Ⅵ 1 30 3 後期

栄養指導 2 30 2 前期

歯科診療補助Ⅰ 2 45 1 前期

歯科診療補助Ⅱ 2 45 1 後期

歯科診療補助Ⅲ 2 45 2 前期

単位数 時間数 年次 時期科目名科目名 単位数 時間数 年次 時期



令和8年度シラバス 歯科衛生士科

時間　（ 1 単位）

回

1 歯周病セミナー　　　　　　　　　　ライオン(株) 基礎実習室

2 歯周病セミナー　　　　　　　　　　ライオン(株) 基礎実習室

3 機械的スケーラー①　超音波　エアースケーラー　　　　相互演習 臨床実習室

4 機械的スケーラー①　超音波　エアースケーラー　　　　相互演習 臨床実習室

5 機械的スケーラー②　超音波　エアースケーラー　　　　相互演習 臨床実習室

6 機械的スケーラー②　超音波　エアースケーラー　　　　相互演習 臨床実習室

7 歯面研磨　　　　　　全顎　　　　　　　　　　　　　　相互演習 臨床実習室

8 歯面研磨　　　　　　全顎　　　　　　　　　　　　　　相互演習 臨床実習室

9 メインテナンス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講義

10 歯科衛生アセスメント・介入①　医療面接　　　　　　　相互演習 臨床実習室

11 歯科衛生アセスメント・介入①　医療面接　　　　　　　相互演習 臨床実習室

12 歯科衛生アセスメント・介入②　機械的スケーラー　　　相互演習 臨床実習室

13 歯科衛生アセスメント・介入②　機械的スケーラー　　　相互演習 臨床実習室

14 歯科衛生アセスメント・介入③　機械的スケーラー　　　相互演習 臨床実習室

15 歯科衛生アセスメント・介入③　機械的スケーラー　　　相互演習 臨床実習室

自由記載

備考

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

参考文献

歯科衛生学シリーズ  歯周病学　第２版 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

自由記載 必要に応じてプリントを配布する

書名 著者・編集者名 出版社名

歯科衛生学シリーズ  歯科予防処置論・歯科保健指導論 第２版 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

教科書

小テスト

その他

自由記載

定期試験 70%

レポート･課題 30% 評価基準は別途示す

種別 割合 評価基準・その他備考

成績の評価方法と基準

年次 後期

授業の目的・概要

歯周病を予防し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進させるために専門的な知識、技術、および態度を習得す
る。

授業の到達目標

1.超音波スケーラーを操作できる。
2.エアースケーラーを操作できる。
3.ＳＰＴの基礎知識を説明できる。
4.歯周病におけるメインテナンスの目的を説明できる。

5.メインテナンス時の評価項目と方法、処置を説明できる。
6.歯周病のリスクとメインテナンスの必要性を説明できる。
7.エアフローについて説明できる

授業計画

内容

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

歯周病予防処置Ⅳ 講義・演習
藤澤　仁美・三村　明美
今川　由香・中谷　綾子

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 2



令和8年度シラバス 歯科衛生士科

時間　（ 2 単位）

回

1 16

2 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9

10

11

12

13

14

15

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

歯科保健指導Ⅳ 講義・演習 今川　由香

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

45 23 回 2 年次 後期

内容

保育園媒体実習ビデオ鑑賞 保育所における健康教育　媒体修正

地域保健活動保育園　P408～411 高齢者媒体実習ビデオ鑑賞

保育所における健康教育の準備計画① 地域高齢者施設　P360～370

授業の目的・概要

１.健康と疾病の概念を理解し、人々の歯・口腔の健康を維持・増進するために、プロフェッショナルケア・ セ
ルフケア・コミュニティケアの基本となる知識、技術および態度を習得する。
２.健康教育活動の場で指導するために、必要な専門知識、技術および態度を習得する。

授業の到達目標
1.健康教育活動の工夫と留意点を説明できる。
2.集団・組織・地域の実態が把握できる。
3.対象者の特性と口腔保健ニーズの把握ができる。
4.高齢者施設における口腔保健の実態が把握できる。
5.高齢者施設を対象とした健康教育の立案・準備ができる。

6.保育所、幼稚園（乳幼児）、認定こども園の口腔保健の実態が把握できる。
7.保育所、幼稚園（乳幼児）、認定こども園を対象とした健康教育の立案・準備ができる。
8.歯科保健指導に関わる理論と行動変容を説明できる。
9..保健行動と行動内容の手法を理解し、活用できる。

授業計画

保育所における健康教育　媒体作成 情報収集と情報処理１　P90～103

保育所における健康教育　媒体作成 情報収集と情報処理２　P90～103

保育所における健康教育　媒体作成

保育所における健康教育の準備計画② 高齢者施設における健康教育の計画

保育所における健康教育　台本作成 高齢者施設における健康教育　台本作成

保育所における健康教育　台本作成 高齢者施設における健康教育　媒体作成

保育所における健康教育　媒体発表

保育所における健康教育　媒体発表

保育所における健康教育　媒体修正

保育所における健康教育　媒体作成

保育所における健康教育　媒体作成

保育所における健康教育　媒体作成

レポート･課題

小テスト

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

定期試験 50%

歯科衛生学シリーズ　歯科予防処置論・歯科保健指導論 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

歯科衛生学シリーズ　保健生態学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

その他 50% 授業態度、健康教育準備への取り組み（態度、内容）を評価する。（評価基準は別途示す）

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

歯科衛生学シリーズ　高齢者歯科学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

歯科衛生学シリーズ　小児歯科学 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

自由記載

備考

なし



令和8年度シラバス 歯科衛生士科

時間　（ 1 単位）

回

1 緊急事態と対応1 （今川）

2 レポートの書き方 （今川）

3 滅菌、消毒 （今川）

4 スタディモデル作成 （今川）

5 スタディモデル作成 （今川）

6 口腔内写真撮影1(松風） （今川）

7 口腔内写真撮影2(松風） （今川）

8 口腔内写真撮影3（５枚法） （今川）

9 口腔内写真撮影4（５枚法） （今川）

10 資料作成 （今川）

11 資料作成 （今川）

12 カスタムトレー作成 （今川）

13 カスタムトレー作成 （今川）

14 周術期における歯科診療の補助1 （大脇）

15 周術期における歯科診療の補助2 （大脇）

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

歯科診療補助Ⅳ 講義・演習 大脇　利美・今川　由香

授業の目的・概要

歯科診療補助の方法を学び、歯科衛生士業務に必要な技術を習得する。

授業の到達目標

1.歯科診療補助の器具を準備できる。
2.歯科診療補助の手順を説明できる。
3.患者の安全に配慮した歯科診療補助ができる。
4.口腔内写真撮影ができる。

授業計画

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

30 15 回 2 年次 後期

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

内容

定期試験

レポート･課題 100% 評価基準は別途示す（大脇：20％、今川：80％）

歯科衛生学シリーズ　歯科診療補助論 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

小テスト

その他

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

参考文献

歯科衛生学シリーズ　歯科材料 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

歯科衛生学シリーズ　歯科機器 全国歯科衛生士教育協議会 医歯薬出版株式会社

デンタルスタッフのための歯科保健診療ハンドブック 大阪府歯科保険医協会 全国保険医団体連合会

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

自由記載

備考



令和8年度シラバス 歯科衛生士科

時間　（ 1 単位）

回

1

2

3

4

5

6

7

8

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

臨床指導教育Ⅱ 講義 今川　由香

内容

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

15 8 回 2 年次 後期

授業の目的・概要

臨床実習を行うにあたって、必要な心得、規定を学ぶ。

授業の到達目標

1.医療倫理に基づく基本的マナーを習得する。
2.臨床実習記録の書き方を習得する。
3.臨床の歯科衛生士の役割を理解する。

授業計画

臨床実習Ⅱに向けての心構え （ユマニチュードについて）

臨床実習Ⅱに向けての心構え（院内マニュアル）

臨床実習Ⅱに向けての心構え（院内マニュアル）

臨床実習Ⅱに向けての心構え（実習日誌の書き方）

臨床実習Ⅱに向けての心構え（基礎疾患と実習日誌）

臨床実習Ⅱの振り返り（グループワーク）

臨床実習Ⅱの振り返り（発表）

臨床実習Ⅱの振り返り（気づきについてまとめる）

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

定期試験

レポート･課題

新人歯科衛生士・歯科助手　院内マニュアル第2版 江澤庸博 医歯薬出版株式会社

小テスト

その他 100% 評価基準は別途示す

自由記載

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

参考文献

歯科衛生士のための歯科用語小辞典　基礎編　改訂第２版 織田正豊　他 クインテッセンス出版

歯科衛生士のための歯科用語小辞典　臨床編　改訂第2版 柏　豪洋　他 クインテッセンス出版

自由記載

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

自由記載

備考



令和8年度シラバス 歯科衛生士科

時間　（ 9 単位）

回

1

2

神戸総合医療専門学校

科目名 授業形態 担当教員名

臨床実習Ⅱ 実習
三村　明美・藤澤　仁美
今川　由香・中谷　綾子

時間数（単位数） 授業回数 年次 開講時期

405 回 2 年次 後期

振り返り

授業の目的・概要

1.歯科衛生士として必要な知識を身に着ける。
2.臨床の場にいる歯科衛生士の役割を理解する。
3.対象者の問題を総合的に把握し理解する能力を身につ
ける。

4.コミュニケーション能力を身につける。

授業の到達目標

1.歯科治療の流れを確認する。
2.医療職としての歯科衛生士の基本を養う。
3.歯科衛生士として必要な知識を身につける。

4.適切な患者への対応を学ぶ。
5.医療安全・感染予防対策を理解する。

授業計画

内容

実習ガイダンス

歯科診療所実習１

歯科診療所実習２

成績の評価方法と基準

種別 割合 評価基準・その他備考

定期試験

書名 著者・編集者名 出版社名

レポート･課題

小テスト

その他 100% 臨床実習評価、実習内容、提出物等により総合的に評価する。

自由記載

教科書

なし

自由記載

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

自由記載

備考

なし


